様式3

専任教員の個人調書

	履　　　　　歴　　　　　書

	フリガナ
氏名
	
	男・女
	生年月日（年齢）
	（満　　歳）

	現　住　所
	〒


	連　絡　先
	TEL


	E-mail



	学　　　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　項　（高等学校卒業から記載のこと。）

	
	

	学位取得

	　年　　月　　日
年　　月　　日
	修士（　　　　　）（　　第　　　　　　　　号）　　　　　　　　　大学

博士（　　　　　）（　甲・乙　第　　　　　号）　　　　　　　　　大学

	看護関係の国家資格・免許取得

	年　　月　　日

年　　月　　日　
年　　月　　日
	看護師免許　　（第　　　　　　　号）
保健師免許　　（第　　　　　　　号）
助産師免許　　（第　　　　　　　号）

	専門看護師資格（更新についても記載のこと）

	年　　月　　日


	

	認定看護師資格（更新についても記載のこと）

	年　　月　　日


	

	職　　　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　項

	
	

	所属学会及び社会における活動等

	年　　　月
	事　　　　　項

	
	


	賞　　　　　　　　　罰

	

	年　　　月
	事　　　　　項

	
	

	職　　務　　の　　状　　況

	勤　務　先
	職　名
	学部、学科等（所属部局）の名称
	担当授業科目名
	担当授業時間数／年
	備　　考

	
	
	
	
	専任
	兼担
	非常勤
	

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	
	
	
	
	
	
	
	前期・後期・通年

	委員会活動等大学運営にかかわる状況

	年　　　月
	事　　　　　項

	
	

	上記のとおり相違ありません。

年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      氏名　　　　　　　　　　　　　　印




※個人調書の記入上の留意点
1. 「年齢」は記載時点の満年齢を記入して下さい。
2. 「学歴」は高等学校卒業から記載し、科目等履修生、研究生等を含むすべての学歴を記入して下さい。

3. 博士課程を満期退学し所定の年数以内に博士号を取得していない者の学歴は「博士後期課程単位取得満期退学」と記入して下さい。

4. 外国における資格については正確に記入するとともに、その資格の内容について併記して下さい。

5. 外国留学については、学生としての留学の場合は「学歴」欄に、研究者としての留学の場合は「職歴」欄に記入して下さい。

6. 「職歴」欄には、職歴のすべてについて職名と在職期間が明確になるように記入し、現職については必ず「現在に至る」と明記して下さい。担当科目に直接関係のある職歴については、例えば病院名のみならず「消化器外科病棟」などと具体的に記入して下さい。また、自営業、主婦、無職等についても、省略せずに記入して下さい。
7. 過去に大学設置・学校法人審議会（旧大学設置審議会を含む。）の教員審査において資格があると認められた者は、当該大学名、審査の年月、専任・兼担・兼任、職名及び「可」と判定された担当授業科目名、大学院にあっては、研究指導に関する判定結果（マル合又は合）を「職歴」欄に記入して下さい。
8. 「加入学会及び社会における活動等」は、所属学会名すべてを正確に記入し、本人の専攻、研究分野等に関連した社会活動について記入して下さい。

9. 「職務の状況」欄は、現在の担当授業科目及びこれまでの主たる授業担当科目を記入して下さい。専任教員としての授業科目は「専任」欄へ、他学部・学科の授業担当、学部に所属し同大学院の授業担当は「兼担」欄へ、非常勤講師としての授業科目担当は「非常勤」欄へ年間担当時間数を記入してください。オムニバス（分割して担当）による担当、共同（複数が同時担当）による担当の場合は、「オムニバス」又は「共同」と備考欄に記載してください。
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